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特異性および抗原分布

抗BAP1モノクローナル抗体（C-4）

コード：418341  希釈済抗体  包装：50テスト(6mL)   ￥48,000 

■BAP1(BRCA1 associated protein 1)と特異的に反応する。BAP1は、3番染色体短腕(3p21.1)上の        
　　  遺伝子によりコードされる核に局在する脱ユビキチン化酵素で、転写、クロマチンリモデリング、
細胞周期制御、DNA修復/組換えなどに関与している(1)～(4)(6)～(8)。生殖細胞系列における　　　
変異は、悪性中皮腫やブドウ膜悪性黒色腫など様々な悪性腫瘍の素因になるとされているため、
　　　はがん抑制遺伝子としても報告されている(2)(6)(7)。正常では、中皮細胞、肺胞上皮細胞(6)
や血管内皮細胞、線維芽細胞、炎症性細胞(6)～(8)などの核に反応がみられる。腫瘍では、肺癌、
卵巣癌などで反応がみられる(6)。悪性中皮腫(66％(6))では、免疫組織化学染色でBAP1の核からの
消失(BAP1 loss)がみられるが、反応性中皮過形成ではBAP1 lossがみられないことから、悪性
中皮腫と反応性中皮過形成の判別において有用であると報告されている(6)。悪性中皮腫の組織型
では、上皮型(70%)/二相型(60%)が、肉腫型(13%)/線維形成型(20%)と比較して、BAP1 lossが
高率であると報告されている(6)。ブドウ膜悪性黒色腫(47%)(4)、肝内胆管癌(26%)(7)、淡明細胞型
腎細胞癌(10％)(5)などの悪性腫瘍でも、BAP1 lossがみられる。
注1: BAP1が発現している細胞では、核の他に細胞質に染色がみられる場合がある。
注2: BAP1 lossを示す細胞では、核の染まりは消失しているが細胞質に染色がみられる場合がある。
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前処理(抗原賦活化)として「抗原賦活化液pH9」(コード:415201またはコード:415211)
を用いた温浴処理が必要です。

■上皮型中皮腫［BAP1loss例］: （左側）腫瘍
　細胞の核に反応がみられない。細胞質に
　染色がみられるため、検鏡時注意が必要
　である。（右下側）中皮細胞の核に陽性反応
　がみられる。　∗pH9 温浴処理（＋）  

■肺腺癌:腫瘍細胞の核に陽性反応がみら
　れる。また、細胞質に染色がみられる。
　　∗pH9 温浴処理（＋）  

■上皮型中皮腫［BAP1陽性例］: 腫瘍細胞の
　核に陽性反応がみられる。また、細胞質に
　染色がみられる。
　∗pH9 温浴処理（＋）  

■抗BAP1モノクローナル抗体(C-4)

使用キット：シンプルステインMAX-PO(MULTI)、DAB基質キット ∗： 抗原賦活化液pH9（Code:415201、415211）

悪性中皮腫と反応性中皮過形成の判別に有用！

染色データ



Table 2. Frequency of BAP1 Loss by Immunohistochemistry in Mesotheliomas

参考文献(9)より引用

)%(.oN,suotamocraS)%(.oN,dexiM)%(.oN,lailehtipEy,ecruoS
Nasu et al,31 2015a )36(8/5)65(61/9)97(36/05
Farzin et al,36 )81(76/21)54(24/91)36(021/575102
Yoshikawa et al,37 ̶̶̶̶)02(5/1̶̶̶̶)18(21/012102
Sheffield et al,39 2015b ̶̶̶̶)51(21/2̶̶̶̶)65(9/5
Cigognetti et al,38 )51(31/2)06(51/9)07(481/8215102

Abbreviation: BAP1, BRCA1-associated protein 1.
a A few tumors showed a mixture of cells with BAP1 loss and BAP1 retention. These have been counted here as BAP1 lost.
b Pleural mesotheliomas.
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染色のポイント

染色データ

参考文献の紹介

●BAP1を免疫組織化学染色で検出する場合、血管内皮細胞、線維芽細胞、炎症性細胞などが
内在性陽性コントロールになると報告されています（8）（9）（11）（12）。BAP1 loss（BAP1の核から
の消失）の有無を評価する際は、内在性陽性コントロールが陽性であることを必ずご確認
ください。

●IHCによるBAP1 lossやFISHによるp16のホモ接合性欠失は、悪性中皮腫にはみられるが反応
性中皮過形成にはみられず、BAP1 IHCとp16 FISHの特異度はそれぞれ100%であるが、感度は
十分ではないため両手法を併用すると感度が向上する可能性があると報告されています。
また、BAP1 lossやp16のホモ接合性欠失は中皮腫に特異的ではなく、様々な悪性腫瘍で
みられるため、BAP1 IHCやp16 FISHを行う前に、中皮由来であることを確認することが重要
だと報告されています（9）。
悪性胸膜中皮腫診療ガイドライン2018年版において、上皮型中皮腫と反応性中皮過形成の
鑑別に関するCQ（Clinical Question）で、推奨の一つとしてBAP1 lossの有無の検討が挙げ
られています（10）。

●中皮腫の組織型別に、免疫組織化学染色によるBAP1 lossの頻度が報告されています（9）。

●セルブロックを用いた免疫組織化学染色が、原因不明の胸水貯留を分析する際に推奨される
と報告されています。（有用な中皮腫マーカーとして期待されているHEG1と癌腫マーカーで
あるclaudin 4により中皮由来であるかどうかを確認し、中皮由来であった場合は、BAP1
およびMTAP※により良悪性を確認する。）また、HEG1とBAP1の二重染色の実施により、中皮腫
細胞と反応性中皮細胞の判別が可能になると報告されています（12）。
※本文献中で、 MTAP IHCが、p16/CDKN2A遺伝子のFISH分析の代替として機能する可能性を示唆しています。

■血管内皮細胞
　核に陽性反応がみられる。

■炎症性細胞
　核に陽性反応がみられる。


